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研究目的 
生体硬組織の再生を目指し，生体硬組織の再生を促進するような機能をもつ新規なス

キャフォルド(細胞の足場となる材料)を創製し，医療用デバイスとしての可能性を探る。 

研究内容 

細胞・成長因子・スキャフォルドを主要な3要素として，生体組織を再生させる組織

工学(再生医学)が急速に発展してきている。 

本研究では，我々の研究室で開発した生体適合性アパタイト単結晶ファイバーを利用

して，細胞が細孔内に侵入して三次元的に培養可能なスキャフォルドを創製する。得ら

れたスキャフォルドの細胞との応答性を骨芽細胞モデルとして，株化骨芽細胞

MC3T3-E1およびラット骨髄間質系幹細胞を用いて明らかにする。 

また，ラットなどを用いた in vivoでの骨再生も検討する。 

用  途 整形外科領域の医療用材料(人工再生骨･骨充填材など) 
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